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嵐
牛
俳
諧
資
料
館
と
名
称
変
更

伊
藤
鋼
一
郎

名
称
を
考
え
た
ほ
ぼ
二
十
年
前
、無
謀
に
も
嵐
牛
蔵
美
術
館
と
し
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

長
年
今
の
名
称
に
違
和
感
を
覚
え
て
お
り
、
今
回
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
自
分
自

身
も
最
近
ま
で
俳
句
と
俳
諧
の
違
い
も
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
嵐
牛
時
代
の

俳
諧
は
現
代
の
俳
句
と
違
っ
て
お
り
、
こ
の
名
称
と
し
ま
し
た
。
人
に
よ
っ
て
は
「
ア
ラ

シ
ウ
シ
ゾ
ウ

ビ
ジ
ュ
ツ
カ
ン
」
と
読
み
、「
嵐
勘
十
郎
は
知
っ
て
い
る
が
嵐
牛
蔵
っ
て
ど

う
言
う
人
で
す
か
」
と
質
問
さ
れ
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
嵐
牛
、
洋
々

が
遺
し
た
物
の
収
納
を
目
的
に
蔵
を
改
修
し
、
俳
諧
以
外
に
も
所
謂
骨
董
の
類
も
あ
る
の

で
美
術
館
と
し
ま
し
た
が
、
「
ど
ん
な
お
宝
が
あ
る
ん
で
す
か
」
と
言
う
人
も
い
て
、
迂

闊
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
蔵
に
あ
る
の
は
昔
の
生
活
雑
器
で
あ
り
、
骨
董
品

で
は
な
い
と
答
え
て
い
ま
し
た
が
。（
笑
い
）

加
藤
先
生
が
現
在
出
版
を
目
的
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
資
料
集
も
最
終
段
階
を

迎
え
て
い
る
と
、
先
生
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
、
略
年
表
の
原
稿
が
で
き
た
と

送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
嵐
牛
の
初
期
は
卓
池
の
門
人
と
し
て
俳
友
と
歌
仙
を
巻
く
こ

と
に
努
力
し
、
後
半
は
東
遠
州
地
方
の
宗
匠
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
教
え
を

乞
う
人
も
多
く
、
連
句
だ
け
で
な
く
発
句
の
指
導
も
多
く
し
て
い
た
よ
う
で
、
自
ら
も
発

句
を
作
り
、
そ
の
結
果
は
『
嵐
牛
発
句
集
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
年
表
は
先
生
が
資
料
集
を
ま
と
め
て
い
る
結
果
で
で
き
た
も
の
で
、
非
常
に
的
を
射
て

お
り
、
素
晴
ら
し
い
出
来
だ
と
思
い
ま
す
。

三
子
三
筆
詩
箋
譲
渡
に
つ
い
て
、
須
賀
川
市
の
担
当
者
の
来
訪
が
あ
り
、
来
年
度
に
は

譲
渡
を
実
行
し
た
い
と
い
う
話
が
市
役
所
内
部
で
決
定
さ
れ
た
と
の
報
告
で
し
た
。
役
所

の
行
う
こ
と
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
段
階
を
経
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
は
資
料
収
集
選
定
委

員
会
の
準
備
中
と
の
こ
と
で
し
た
。
来
年
三
月
、
市
長
の
所
信
表
明
の
記
者
会
見
で
発
表

さ
れ
、
新
年
度
早
々
実
行
の
予
定
だ
そ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
か
ら
も
紆
余
曲

折
が
あ
り
そ
う
で
す
。

（
「
嵐
牛
・
友
の
会
」
会
長
）

柿
園
友
垣
抄

―
建
碑
以
前
の
加
藤
鳳
嶺

―

(十)

加
藤

定
彦

伊
藤
鎌
次
郎
翁
の
『
柿
園
嵐
牛
翁
』（
昭
和
六
十
年
あ
と
が
き
）
の
な
か
で
鳳
嶺
は
「
嵐

牛
門
人
」
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
、
「
磐
田
郡
豊
浜
（
現
、
磐
田
市
豊
浜
中
野
）
の
人
で
あ

る
。
天
保
・
弘
化
の
頃
、
浅
羽
地
方
に
は
嵐
牛
を
宗
匠
と
仰
ぎ
、
鳳
嶺
を
中
心
と
す
る
俳

句
の
仲
間
が
あ
り
、
遠
州
地
方
に
お
け
る
卓
池
門
二
十
三
名
中
、
筆
頭
の
位
置
に
あ
る
。

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）

、
磐
田
郡
鎌
田
の
医
王
寺
境
内
に
二
十
六
名
の
門
人
達
と
芭
蕉
の
句

碑
を
建
て
た
。
嵐
牛
書
で
あ
る
。

（
表
）
い
な
づ
ま
や
闇
の
か
た
ゆ
く
五
位
の
声

は
せ
を

（
裏
）
天
保
十
五
年
甲
辰
十
月

嵐
牛
書

二
十
六
名
の
号
が
あ
る
が
、
よ
く
読
み
と
れ
ぬ
。
最
後
に
、
催
主

鳳
嶺
、
と
あ
る
」。

翁
は
生
年
順
の
「
門
人
一
覧
」
に
も
五
番
目
に
鳳
嶺
を
挙
げ
、
別
号
芙
蓉
園
、
俗
名
加
藤

直
吉
、
生
年
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）

頃
、
没
享
年
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

、
五
十
五
と
記
し
、
「
知

碩
の
先
輩
」
と
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
居
ら
れ
る
。

嵐
牛
の
調
査
を
始
め
て
以
来
、
遠
隔
の
地
で
、
小
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
鳳
嶺

が
入
門
手
続
き
も
し
て
い
な
い
嵐
牛
に
な
ぜ
揮
毫
を
依
頼
し
た
の
か
、
腑
に
落
ち
な
か
っ

た
。嵐

牛
旧
蔵
の
連
句
書
留
『
俳
諧
ど
め
』
（
弘
化
二
年
一
八

奥
）
の
巻
首
に
、
そ
の
時
の
連

四
五

句
と
想
わ
れ
る
、

初
時
雨
猿
も
小
蓑
を
ほ
し
げ
な
り

芭
蕉
翁

以
下
、
嵐
牛
・
鳳
嶺
ら
十
三
名
に
よ
る
脇
起
こ
し
連
句
が
収
録
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
顔
ぶ

れ
に
地
域
や
流
派
の
片
よ
り
は
な
い
。
貫
一
（
八
歳
上
）
の
書
留
『
俳
弟
名
前
覚
』
に
鳳

嶺
の
名
は
な
く
、
門
人
で
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
影
響
は
甚
大
で
、
以
下
、
貫

一
旧
蔵
の
俳
書
（
鈴
木
健
治
氏
蔵
、
倉
島
利
仁
君
撮
影
）
に
よ
り
調
査
し
た
青
年
期
鳳
嶺

2017.8.2発行

〒436-0004

掛川市八坂434-1

嵐牛蔵美術館

伊藤鋼一郎

携帯番号

090-1472-2972

Eメールアドレス

takumise@

titan.ocn.ne.jp



の
俳
諧
活
動
と
作
品
の
大
略
を
記
す
。

＊

駿
河
国
田
中
藩
士
で
雪
門
の
有
力
メ
ン
バ
ー
、
燈
雪
斎
こ
と
西
郷
完
梁
は
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）

、
入
湯
保
養
を
兼
ね
て
『
葛
の
栞
』
の
遠
州
遊
歴
を
な
し
、
多
く
の
作
者
を
「
燈

雪
斎
評
月
並
」
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
管
見
で
は
、
鳳
嶺
の
初
出
は
二
十
歳

頃
の
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

で
、
九
月
分
の
「
燈
雪
斎
評
連
月
三
題
句
合
」
後
半
「
八
月
分

遅
来
」
の
と
こ
ろ
に
、

鹿
鳴
や
焚
火
に
遠
き
よ
る
の
山

ヽ
（
ヱ
ン
ヨ
コ
ス
カ)

鳳
嶺

の
句
が
載
る
。
臘
月
（
師
走
）
分
に
は
横
須
賀
連
の
一
員
と
し
て
「
横
須
賀
十
王
堂
奉
額

／
燈
雪
斎
評
四
季
混
題
五
句
合
」
を
投
轄
・
竹
弫
・
可
仲
と
と
も
に
願
主
と
な
っ
て
催
し

シ
ン

て
い
る
の
で
、
月
並
へ
の
参
加
は
さ
ら
に
二
、
三
年
遡
る
か
も
し
れ
な
い
。

翌
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

八
月
、「
皆
至
亭
（
松
賀
）
評
月
次
」
に
、

し
か
鳴
や
風
に
ち
ら
る
ゝ
手
燭
の
灯

鳳
嶺

て
し
よ
く

ひ

が
見
え
、
附
録
の
金
松
亭
丹
井
の
判
で
勝
者
と
な
り
、
「
天

廿
二
点

ヲ
カ
サ
キ

鳳
嶺
」
と
記

さ
れ
て
い
る
─
「
ち
ら
る
ゝ
」
は
「
ち
ら
つ
く
」
と
同
意
か
─
。
判
者
の
松
賀
は
未
詳
だ

が
、
磐
田
市
福
田
の
「
中
島
（
稲
荷
）
社
奉
額
」
句
合
（
催
主

和
日
斎

素
楽
、
今
日
庵
（
素

ふ

く

で

柳
）
宗
匠
ら
撰
、
嘉
永
七
年
一
八

刊
）
の
開
巻
摺
物
の
「
大
補
集
」
に
「
ホ
ン
丁

松
賀
」
が

五
四

見
え
、
副
の
判
者
の
成
績
も
載
せ
る
方
式
が
共
通
す
る
の
で
、
葛
飾
派
（
今
日
庵
）
の
流

れ
を
汲
む
江
戸
判
者
で
、
横
須
賀
藩
の
飛
脚
便
を
利
用
し
て
の
評
点
依
頼
か
。
鳳
嶺
は
肩

書
に
よ
れ
ば
、
岡
崎
連
の
一
員
と
し
て
の
参
加
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
「
中
島
（
稲
荷
）
社
奉
額
」
は
四
半
世
紀
後
の
催
し
で
、
鳳
嶺
は
知
石
ら
三
人

で
遠
州
を
代
表
し
て
副
判
者
を
勤
め
て
い
る
。

＊

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

、
五
世
雪
中
庵
対
山
が
来
遠
、
そ
の
成
果
は
対
山
の
歳
旦
帖
や
月
並
句

合
だ
け
で
な
く
、
同
派
重
鎮
、
木
谷
庵
橘
童
評
の
月
並
句
合
に
も
反
映
し
た
。
鳳
嶺
は
岡

崎
の
貫
一
ら
と
と
も
に
参
加
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）

の
「
五
句
合
」
三
月
分
に
、

○
行
水
に
心
の
う
つ
る
弥
生
か
な

仝
（
ヱ
ン
ヨ
コ
ス
カ
）

鳳
嶺

の
句
が
初
出
、
翌
閏
三
月
分
で
は
な
ん
と
七
組
も
応
募
す
る
熱
の
入
れ
よ
う
で
、

○
苔
の
花
鳥
の
足
跡
残
し
け
り

仝
（
ヱ
ン
ヨ
コ
ス
カ
）

鳳
嶺

ほ
か
五
句
と
「
六
印
之
部
」
に
一
句
が
載
り
、「
人
」
の
好
成
績
を
得
て
い
る
。
同
年
の

五
月
分
に
も
七
組
応
募
、
農
家
ら
し
い

麦
の
秋
鏡
の
見
や
う
わ
す
れ
け
り

仝
（
遠
横
ス
カ
）

鳳
嶺

内
に
居
よ
と
母
の
頼
や
雲
の
み
ね

仝

巻
中
秀
逸
カ
ケ
イ
（
何
頃
）
之
部

麦
の
秋

踵

を
石
に
成
に
け
り

遠
横
ス
カ

鳳
嶺

か
か
と

な
し

と
繊
細
で
情
感
豊
か
な
人
事
句
が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
肩
書
か
ら
や
は
り
横
須
賀
連

と
し
て
の
参
加
と
判
断
さ
れ
る
。

塚
本
五
郎
著
『
郷

遠
江
の
調
査
研
究
』（
昭
和
二
十
四
）
に
横
須
賀
か
ら
西
一
キ
ロ
ほ
ど

土

の
笠
原
石
津
、
泰
岩
寺
入
口
に
建
つ
句
碑
が
模
写
、
紹
介
さ
れ
、

(

表)

似
た
事
の
旅
に
は
な
く
て
夜
長
哉

氷
花
庵
一
牛
居
士

ま
ぼ
ろ
し
の
生
を
縮
る
夜
永
哉

見

風
（
？
）

淡
水
人
外
」

(

裏)

天
保
二
年
卯
四
月
造
立

筆
者
蘭
英

補
助
可
仲
・
鳳
嶺

と
読
め
る
。
淡
水
人
は
泰
岩
寺
住
職
一
氷
で
、
雪
門
横
須
賀
（
横
砂
）
連
の
リ
ー
ダ
ー
的

な
存
在
。
碑
面
の
筆
者
、
長
野
蘭
英
（
の
ち
少
風
）
は
相
良
の
住
。
嵐
牛
よ
り
二
十
歳
ほ

ど
年
上
で
、
文
政
期
か
ら
雪
門
の
地
方
宗
匠
格
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。
五
十
歳
余
の
天

保
二
年(

一
八
三
一
）

か
ら
月
並
句
合
の
評
を
手
掛
け
、
や
や
遅
れ
て
歳
旦
帖
も
編
纂
、
鳳
嶺
は

一
氷
・
貫
一
・
知
石
ら
と
と
も
に
そ
の
有
力
な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
嵐
牛
も
ま
た
客
分
と

し
て
句
を
寄
せ
て
い
る
。

［
追
記
］
そ
の
後
、
卓
池
の
書
留
『
諸
国
人
名
録
』
の
遠
江
の
部
に
、
「
松
賀

掛
ヅ
カ

吉
田
屋
孟
蔵
」「
丹
井

同
所
（
掛
塚
）

岩
間
半
兵
衛
」
と
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
天
保
十
年
九
月
、
卓
池
は
門
人
ら
と
鳳
来
寺
・
秋
葉
山
か
ら
天
龍
川
を
下

り
、
掛
塚
に
寄
っ
て
掛
塚
本
宿
の
丹
井
ら
と
会
合
、
連
句
も
巻
い
て
い
る
が
、

松
賀
の
名
は
登
場
し
な
い
（
鈴
木
勝
忠
翻
刻
『
蓬
宇
日
々
記
』
）。「
ホ
ン
丁

松
賀
」

「
皆
至
亭
松
賀
」
と
の
関
係
は
や
は
り
判
ら
な
い
。

（「
嵐
牛
・
友
の
会
」
顧
問
）

※
嵐
牛
俳
諧
資
料
館
蔵

鳳
嶺
短
冊

「
賀

松
竹
の
あ
ひ
に
咲
け
り
冬
の
梅

鳳
嶺
」



嵐
牛
俳
諧
資
料
館
と
の
ご
縁

岡
本

尚

先
日
初
め
て
嵐
牛
友
の
会
の
講
読
鑑
賞
の
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
小
生
は
理

系
の
人
間
で
、
俳
諧
に
つ
い
て
も
古
美
術
に
つ
い
て
も
何
の
経
験
も
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ふ
と
し
た
ご
縁
で
伊
藤
館
長
様
の
お
世
話
に
な
り
、
以
後
毎
回
友
の
会
便
り
を
お
送

り
頂
く
よ
う
に
な
っ
て
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
末
尾
に
何
時
も
、
何
か
あ
っ
た
ら
投
稿
を

と
の
お
誘
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
礼
の
意
を
こ
め
て
美
術
館
と
ご
縁
が
で
き
た
い
き
さ

つ
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

横
浜
で
定
年
に
な
り
、
老
後
は
大
学
で
は
出
来
な
か
っ
た
樹
木
の
生
理
学
の
研
究
を
や

り
た
い
と
思
い
、
そ
れ
ま
で
何
の
縁
も
な
か
っ
た
遠
州
森
町
に
移
住
し
て
二
十
一
年
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
地
が
東
海
地
震
の
想
定
震
源
域
に
な
っ
て
い
る
の
と
、
友
人
に
地
球
科

学
の
研
究
者
が
何
人
か
い
ま
し
た
の
で
地
震
と
い
う
現
象
に
も
関
心
を
も
っ
て
お
り
ま
し

た
。
は
か
ら
ず
も
二
〇
〇
七
年
の
十
一
月
か
ら
森
町
の
奥
，
掛
川
境
い
（
太
田
川
ダ
ム
の

直
下
十
六
㎞
）
の
「
活
断
層
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
狭
い
地
域
（
二
㎞×

一
㎞
）
で
群

発
地
震
が
起
き
始
め
、
最
大
が
Ｍ
四
・
二
に
達
し
、
Ｍ
一
以
上
だ
け
で
四
百
四
十
三
回
の

小
地
震
が
二
〇
〇
九
年
初
頭
ま
で
に
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
落
ち
着
い
て
い
た
の
で

す
が
、
二
〇
一
五
年
の
夏
の
終
わ
り
に
今
度
は
御
前
崎
で
良
く
似
た
規
模
の
地
震
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
四
日
間
で
Ｍ
一
以
上
が
五
〇
回
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
地
震
の

震
源
断
層
の
走
行
方
向
は
同
じ
で
、
延
長
す
る
と
一
本
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
以
来
小

生
は
二
つ
の
地
震
の
関
連
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
持
つ
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
如
何
せ
ん

素
人
で
あ
り
巨
費
の
か
か
る
実
測
機
器
も
有
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
線
上
に
あ
っ
て
地
震

断
層
と
関
わ
り
の
あ
り
そ
う
な
天
然
硫
黄
泉
、
塩
井
戸
な
ど
を
脚
で
歩
い
て
調
査
を
は
じ

め
ま
し
た
。
（
塩
井
戸
は
森
町
を
走
る
光
明-

伏
間
断
層
上
に
も
有
り
、
そ
の
塩
成
分
は

油
田
地
帯
の
古
海
水
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
）。
掛
川
市
八
坂
に

「
塩
井
が
原
」
と
い
う
地
名
が
有
る
事
を
知
り
、
一
六
年
の
初
冬
塩
井
戸
が
有
る
か
を
確

認
に
出
掛
け
ま
し
た
が
塩
井
神
社
の
境
内
で
は
発
見
で
き
ず
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た

嵐
牛
俳
諧
資
料
館
に
お
話
を
う
か
が
い
に
立
ち
寄
っ
た
次
第
で
す
。
そ
の
後
館
長
さ
ん
の

懇
切
な
ご
案
内
の
お
か
げ
で
昔
あ
っ
た
塩
井
戸
の
位
置
が
確
認
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
さ

ら
に
そ
の
す
ぐ
裏
山
に
天
然
ガ
ス
井
戸
が
現
存
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
詳
細
な
写
真
迄
お

送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
俳
句
と
の
ご
縁
を
ひ
と
つ
だ
け
。
名
古
屋
に
い
た
こ
ろ
研
究
室
の
遠
足
で
院
生

た
ち
と
桑
名
か
ら
出
て
員
弁
（
い
な
べ
）
の
谷
を
さ
か
の
ぼ
る
狭
軌
鉄
道
の
北
勢
線
で
終

点
阿
下
喜
（
あ
げ
き
）
に
達
し
、
後
は
徒
歩
で
美
濃
街
道
を
関
ヶ
原
に
向
か
い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
日
、
左
手
に
は
鈴
鹿
山
系
、
右
手
に
は
養
老
山
系
の
山
々
が
つ
ら
な
り
、
先
頃

亡
く
な
ら
れ
た
杉
本
苑
子
さ
ん
の
『
孤
愁
の
岸
』
に
も
出
て
来
る
水
行
奉
行
高
木
家
前
を

通
っ
て
草
深
い
山
道
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
『
山
路
来
て

何
や
ら
ゆ
か
し

す

み
れ
草
』
と
彫
ら
れ
た
句
碑
に
出
あ
い
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
」
と
い
さ
さ
か
驚

い
て
良
く
見
る
と
、
こ
の
山
里
を
た
ず
ね
た
蕉
翁
を
囲
ん
だ
一
夜
の
弟
子
達
の
名
前
が
庄

屋
を
始
め
と
し
て
連
ね
ら
れ
て
居
り
、
強
い
感
慨
を
覚
え
ま
し
た
。

最
近
に
な
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
所
、
同
様
の
句
碑
が
全
国
五
十
数
カ
所
に

有
る
事
を
知
り
、
二
度
驚
い
た
次
第
で
す
。

（
「
嵐
牛
友
の
会
」
講
読
鑑
賞
の
会
参
加
者
）

大
竹
晴
笠
家
の
嵐
牛
資
料

倉
島

利
仁

(1)

嵐
牛
四
天
王
の
一
人
で
あ
る
大
竹
晴
笠
の
ご
子
孫
宅
で
は
、
昨
年
八
月
に
見
学
会
を
催

し
、
貴
重
な
資
料
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
竹
家
で
は
そ
の
後
も
資
料

整
理
を
継
続
し
、
そ
の
中
で
発
見
さ
れ
た
嵐
牛
の
新
出
資
料
を
拝
見
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
聯
と
い
う
細
長
い
二
枚
の
板
に
墨
書
さ
れ
た
嵐
牛
発
句
を
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
二
点
の
聯
は
昨
年
八
月
に
拝
見
し
た
も
の
と
は
異
な
り
、
和
紙
に
包
ま
れ
た

ま
ま
お
蔵
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
た
た
め
、
日
に
焼
け
る
こ
と
も
な
く
、
ま
る
で
つ
い
最

近
揮
毫
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
表
裏
に
一
句
ず
つ
、
次
の
句
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
さ
が
り
や
ほ
し
と
お
も
ふ
た
田
に
あ
ま
る

嵐
牛

よ
き
水
の
つ
か
い
た
き
日
や
更
衣

嵐
牛

入
月
や
み
ね
は
夜
明
の
吹
お
ろ
し

白
童
子

は
つ
雪
や
今
朝
の
雀
の
ひ
た
い
つ
き

嵐
牛

発
句
は
春
（
正
月
）・
夏
・
秋
・
冬
の
各
一
句
で
、「
入
月
や
」
の
句
だ
け
白
童
子
の
署

名
。「
お
さ
が
り
（
御
降
り
）
」
は
正
月
三
が
日
に
降
る
雨
、『
そ
の
ま
ま
三
編
』
所
収
で
、

句
意
は
明
確
。
「
よ
き
水
の
」
は
『
嵐
牛
発
句
集
』
夏
の
部
に
あ
り
、
四
月
一
日
の
更
衣

を
迎
え
日
差
し
も
強
く
な
り
、
冷
た
く
清
ら
か
な
水
を
欲
す
る
季
節
の
到
来
を
よ
く
表
し

て
い
ま
す
。
秋
・
冬
の
句
は
他
に
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、「
入
月
や
」
の
句
の
後
半
「
夜
明

け
の
吹
お
ろ
し
」
は
、
季
節
は
異
な
る
も
の
の
、
「
賤
機
山
に
て
／
花
ち
ら
ち
ら
飛
ば
し

夜
明
の
吹
お
ろ
し
」「
花
ひ
ら
ひ
ら
寒
し
夜
明
の
吹
お
ろ
し
」（
明
治
三
年
俳
諧
と
め
）
の

類
想
句
が
あ
り
ま
す
。

（
「
嵐
牛
・
友
の
会
」
幹
事
補
佐
）



講
読
・
鑑
賞
の
会

今
後
の
予
定

第
十
三
回

八
月
二
十
日(

日)

集
合

嵐
牛
蔵
美
術
館

乃
至
掛
川
駅

時
間

午
前
九
時
こ
ろ
～
四
時
三
十
分
こ
ろ

内
容

磐
田
・
浜
松
・
二
俣
方
面
に
て

嵐
牛
・
芭
蕉
・
十
湖
ら
の
句
碑
と
資
料
の
見
学

（
詳
細
は
別
紙
プ
リ
ン
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

第
十
四
回

十
一
月
十
九
日(

日)

会
場

嵐
牛
蔵
美
術
館
和
室

八
畳
＋
六
畳

時
間

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

内
容

石
川
依
平
「
宇
津
の
山
越
」
講
読

「
嵐
牛
発
句
集
」
講
読

ほ
か

※

友
の
会
に
対
す
る
ご
要
望
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ま
た
、
友
の
会
会
員
の
方
、
そ
の
他
嵐
牛
繋
が
り
で
面
白
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

嵐
牛
俳
諧
資
料
館

新
し
い
塀
と
共
に
再
ス
タ
ー
ト

見
事
な
連
携

そ
し
て
職
人
技
は

館
長
人
脈
に
よ
り

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
九
日

撮
影

事
務
局

伊
藤
英
子


